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古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
四
三　
（
二
四
三
）

は
じ
め
に

　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
は
、
故
・
野
村
兼
太
郎
経
済

学
部
教
授
（
一
八
九
六
〜
一
九
六
〇
）
収
集
史
料
の
保
管
・
整
理

を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。
収
集
文
書
は
関

東
の
農
村
文
書
（
地
方
文
書
）
が
中
心
だ
が
、
大
名
家
文
書
や
公

家
文
書
・
寺
社
文
書
も
含
む
。
一
部
に
、
慶
應
義
塾
塾
員
（
卒
業

生
）
等
か
ら
の
寄
贈
文
書
を
含
む
が
、
全
体
が
ひ
と
つ
の
収
集
文

書
群
と
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
所
蔵
史
料
数
は
数
万
点
と
決

し
て
多
く
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
収
集
文
書
群
と
し
て
は
か
な
り

大
き
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
古
文
書
室
所
蔵
史
料
を
利
用
す
る
際
に
は
、
全

体
が
ひ
と
つ
の
収
集
文
書
群
と
い
う
特
性
を
よ
く
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所

蔵
史
料
の
概
要
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
構
築
さ
れ
た
検
索
シ
ス
テ

ム
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
野
村
氏
に
よ
る
史
料
収
集
と
整
理

　

野
村
氏
に
よ
る
史
料
収
集
は
、
戦
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
戦

後
ま
で
続
い
て
い
る
。
当
時
は
、
現
在
と
は
異
な
り
、
出
所
を
始

め
と
す
る
史
料
の
伝
来
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、

文
書
群
ご
と
の
ま
と
ま
り
を
維
持
す
る
と
い
う
発
想
も
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
ま
た
、
混
乱
期
に
よ
る
古
書
店
か
ら
の
収
集
と
い
う

経
緯
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
購
入
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
数
少
な
い
購
入
記
録
の
伝
存
例
と
し
て
次
の

史
料
が
あ
げ
ら
れ
る
（
写
真
１
）。

　
　

納
入
書

　
　

慶
應
義
塾
殿　
　
　

清
水
書
店
（
芝
区
三
田
二
ノ
一
一
）

　
　
　

２
６
年
７
月
６
日　

古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

丸　

島　

和　

洋



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
四
四　
（
二
四
四
）

写真 1　納入書（文学部古文書室所蔵）



古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
四
五　
（
二
四
五
）

合
計
金
額　

￥
参
阡
五

百
円
也

　
　
　

内
訳

市
原
郡
比
企
郡
他
古
文

書明
細
別
紙
通
り

数
量
１
９
６

金
額
３
５
０
０
ー

　

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）

に
、
上
総
国
市
原
郡
お
よ
び
武

蔵
比
企
郡
の
古
文
書
一
九
六
点

を
三
五
〇
〇
円
で
購
入
し
た
と

い
う
「
納
入
書
」
で
あ
る
。
な

お
、
清
水
書
店
は
、
慶
應
義
塾

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
古
書
店

で
あ
る
。

　

こ
の
「
納
入
書
」
は
、
筆
者

が
古
文
書
室
の
史
料
を
整
理
し

た
段
階
で
、
常
陸
国
田
伏
村
の

年
貢
割
付
状
三
三
通
（
写
真

写真 2　田伏村文書　慶長 11 年年貢割付状（文学部古文書室所蔵）



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
四
六　
（
二
四
六
）

２
）
と
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
も
う
ひ
と
つ
、

⑫
⑬
と
番
号
の
振
ら
れ
た
罫
紙
（「
東
京
教
育
大
学
」
の
も
の
）

が
残
さ
れ
て
お
り
、
関
連
性
が
窺
わ
れ
た
。

　

こ
の
罫
紙
は
、
田
伏
村
の
年
貢
割
付
状
「
計
三
十
三
通
」
の
リ

ス
ト
で
、
⑫
に
№
１
、
⑬
に
№
２
と
記
載
が
な
さ
れ
、
末
尾
に
、

「
十
三
枚　

合
計
一
九
六
」
と
別
筆
で
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
一
九
六
」
と
い
う
総
点
数
は
、
前
述
し
た
「
納
入
書
」
と
一
致

す
る
。
こ
れ
ら
が
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、

「
田
伏
村
文
書
」
目
録
は
、「
納
入
書
」
で
購
入
し
た
古
文
書
の
目

録
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

し
か
し
、
田
伏
村
の
所
在
は
、
常
陸
国
新
治
郡
で
、
上
総
国
市

原
郡
で
も
、
武
蔵
国
比
企
郡
で
も
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、「
市
原

郡
比
企
郡
『
他
』
古
文
書
」
の
『
他
』
に
あ
た
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
野
村
氏
の
史
料
収
集
が
、
地
域
的
に

み
て
も
か
な
り
広
汎
に
わ
た
る
古
文
書
を
、
一
括
購
入
し
て
い
た

様
子
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
て
収
集
し
た
古
文
書
を
、
野
村
氏
は
ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
き
た
の
か
。

　

第
一
は
、
文
書
群
単
位
で
の
整
理
で
あ
る
。
大
名
家
文
書
や
寺

社
文
書
、
宿
場
文
書
と
い
っ
た
「
貴
重
な
」
文
書
に
は
、
一
点
ご

と
に
黄
色
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
た
。
特
に
一
紙
物
に
つ
い
て
は
、

野
村
氏
の
ご
実
家
が
菓
子
屋
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
家
で
利

用
し
て
い
た
菓
子
箱
（
写
真
３
・
４
）
を
収
蔵
箱
に
転
用
し
て
収

納
し
、
各
箱
に
「
第
七
拾
九
函　

上
野
板
鼻
宿
文
書
」
な
ど
と
い

う
形
で
函
番
号
を
付
し
て
い
っ
て
い
る
。
文
書
点
数
の
多
い
文
書

群
な
ど
は
、
複
数
の
箱
に
ま
た
が
っ
て
番
号
が
付
さ
れ
た
。
ま
た
、

軸
装
さ
れ
、
木
箱
に
収
め
ら
れ
た
中
世
文
書
な
ど
は
、
木
箱
自
体

に
函
番
号
を
付
す
と
い
う
形
で
、
整
理
を
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
が
文
書
群
単
位
で
整
理
さ
れ
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
文
書
群
単
位
で
の
整
理
、
出
所

保
存
の
原
則
と
い
う
概
念
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
話
だ

か
ら
で
あ
る
。
野
村
氏
が
研
究
で
利
用
し
た
文
書
は
、
各
文
書
群

か
ら
抜
き
出
さ
れ
て
別
置
さ
れ
、
主
と
し
て
赤
い
ラ
ベ
ル
を
用
い

て
、
独
立
し
た
整
理
番
号
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
れ
が
野
村
氏
に
よ

る
第
二
の
整
理
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
野
村
氏
自
身
の
急
逝
（
六
四
歳
）
と
い
う
事
情
が
加
わ

り
、
こ
れ
ら
別
置
文
書
の
大
半
は
、
当
時
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
古
文
書
室
で
は
な
く
、
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
二
重
の
意
味
で
、
原
文
書
群
と
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
に
か
け
て
、
文
学
部
古
文
書
室
に
移
管
さ
れ
、
現
在
は
一
括

し
て
古
文
書
室
の
管
理
下
に
あ
る
。



古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
四
七　
（
二
四
七
）

写真 3　野村兼太郎氏保存箱（文学部古文書室所蔵）

　

し
か
し
野
村
氏
収
集
文
書
の
う
ち
、
最
大
の
分
量
を

占
め
る
農
村
文
書
（
地
方
文
書
）
は
、
た
と
え
菓
子
箱

に
わ
け
て
保
管
さ
れ
て
い
て
も
、
函
番
号
も
付
さ
れ
な

い
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
手
付
か

ず
の
状
態
の
文
書
も
相
当
数
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
古

文
書
の
整
理
は
、
古
文
書
室
設
置
後
に
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
最
初
の
成
果
が
、『
慶
應
義
塾
大

学
古
文
書
室
収
蔵
近
世
庶
民
史
料
目
録
）
1
（
稿
』
で
あ
り
、

農
村
文
書
の
概
要
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
古
文
書
室
所
蔵
文
書
は
、
野
村
氏
の

段
階
か
ら
多
様
な
整
理
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
上
、

古
書
店
か
ら
の
一
括
購
入
に
加
え
、
建
物
の
建
て
替
え

に
伴
う
古
文
書
室
そ
の
も
の
の
移
転
と
い
う
そ
の
後
の

経
緯
も
加
わ
り
、
文
書
群
間
の
混
入
が
し
ば
し
ば
み
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
古
文
書
室
所
蔵
文
書

≒

野
村
氏
収
集

文
書
と
い
う
上
位
の
文
書
群
に
対
し
、
そ
の
中
に
ど
の

よ
う
な
文
書
群
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
下
位
の

文
書
群
の
把
握
を
必
然
的
に
困
難
な
も
の
と
し
た
の
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
古
文
書
室
所
蔵
文
書
を
整
理
す
る
際
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学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
四
八　
（
二
四
八
）

写真 4　野村兼太郎氏保存箱（文学部古文書室所蔵）



古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
四
九　
（
二
四
九
）

に
は
、
常
に
ど
の
よ
う
な
文
書
群
が
存
在
し
て
い
る
か
を
把
握
し

な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
古
文
書
一
点
単

位
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
横
断
検
索
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
進
め
ら
れ
た
の
が
、「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文

書
検
索
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
文
書
の
公
開

を
進
め
る
と
と
も
に
、
文
書
群
間
の
混
入
を
把
握
す
る
上
で
、
大

き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、『
慶
應
義
塾

所
蔵
古
文
書
目
）
2
（
録
』
を
編
纂
す
る
際
に
反
映
が
な
さ
れ
、
従
来
見

過
ご
さ
れ
て
き
た
混
入
を
か
な
り
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

二
、「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」
の

　
　

特
徴

　

本
節
で
は
、「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」

の
特
徴
に
つ
い
て
概
説
を
行
う
。
な
お
、
同
検
索
シ
ス
テ
ム
の
詳

細
な
機
能
や
、
古
文
書
室
に
お
け
る
文
書
整
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
別
）
3
（
稿
で
既
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
た

い
。

　

史
料
収
蔵
機
関
が
、
所
蔵
古
文
書
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る

に
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
三
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。

　

①
所
蔵
文
書
群
の
概
要
を
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
一
覧
表
示
す
る
と
い
う

方
法
。
も
っ
と
も
簡
単
な
方
法
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
文
書
群
を

所
蔵
し
て
い
る
か
、
利
用
者
に
も
把
握
し
や
す
い
。

　

②
古
文
書
一
点
単
位
の
情
報
を
重
視
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
。
設

計
思
想
と
し
て
は
、
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
近
い
。
古
文
書
の
特

性
を
活
か
し
た
情
報
項
目
を
設
け
て
、
専
門
的
な
検
索
が
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

③
文
書
群
単
位
の
情
報
を
重
視
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
。
①
の
方

法
で
表
示
し
た
情
報
を
、
よ
り
詳
し
く
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
た

も
の
と
い
え
る
。

　
「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」
は
、
当
初
②

の
古
文
書
一
点
単
位
の
検
索
機
能
に
重
点
を
置
い
て
構
築
さ
れ
た
。

二
〇
一
一
年
一
〇
月
現
在
で
の
登
録
文
書
点
数
は
、
約
三
五
、
〇

〇
〇
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
約
三
、
〇
〇
〇
点
は
図
書
館
所
蔵
文

書
で
あ
る
た
め
、
純
粋
な
古
文
書
室
所
蔵
文
書
は
約
三
二
、
〇
〇

〇
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
は
キ
ー

ワ
ー
ド
に
何
も
入
力
せ
ず
に
検
索
を
実
行
す
る
と
、
全
デ
ー
タ
を

表
示
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
際
に
問

題
と
な
る
の
が
、
全
体
像
の
見
え
に
く
さ
で
あ
る
。
筆
者
も
経
験

が
あ
る
が
、
史
料
収
蔵
機
関
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
古
文
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
、
前
提
知
識
が
な



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

二
五
〇　
（
二
五
〇
）

い
と
有
効
な
検
索
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
欄
に
何

を
い
れ
た
ら
よ
い
の
か
、
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
必
要
な
情
報
に
辿
り
着
く
た
め
の
ア
ク
セ
ス

方
法
を
増
や
す
必
要
性
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
方
法
は
、
前
述
の
①

所
蔵
文
書
群
の
概
要
を
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
一
覧
表
示
す
る
や
り
方
を
併

用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
古
文
書
室
で
も
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
検
索
シ
ス
テ

ム
」
で
は
、
初
期
画
面
（
写
真
５
）
か
ら
二
種
類
の
画
面
に
遷
移

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
行
え

る
画
面
で
あ
り
、
単
純
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
、
よ
り
詳
細
な
検
索

が
行
え
る
画
面
（
写
真
６
）
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
、
表
題
・
作

成
・
宛
先
・
内
容
等
を
対
象
と
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
、
年
代

幅
を
絞
り
込
む
こ
と
に
よ
る
検
索
、
古
文
書
室
が
作
成
し
た
分
類

項
目
に
よ
る
検
索
が
可
能
で
あ
）
4
（
る
。
ま
た
検
索
で
得
ら
れ
た
結
果

に
対
し
て
は
、
表
題
や
年
代
な
ど
で
ソ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
キ
ー

ワ
ー
ド
に
よ
る
絞
り
込
み
検
索
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
所
蔵
文
書
群
を
一
覧
化
し
た
画
面
（
写
真

７
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
検
索
シ
ス
テ
ム
内
部
で
も
文
書
群
の
一

覧
表
示
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
画
面
か
ら
は
、

各
文
書
群
の
中
に
ど
の
よ
う
な
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
全
文

書
を
一
覧
表
示
さ
せ
る
画
面
（
写
真
８
）
に
遷
移
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
各
文
書
の
詳
細
画
面
（
写
真

９
）
へ
と
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
文
書
群
を
古
文
書
室
が
所
蔵
し
て
い
る
か
、
全
体
像
を
把
握
し

や
す
く
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
の
段
階
で
は
、
③
文
書
群
単
位
の
情
報

を
重
視
し
た
検
索
機
能
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

二
〇
一
〇
年
三
月
に
、
シ
ス
テ
ム
拡
張
を
実
施
し
、
文
書
群
情
報

の
増
補
と
、
文
書
群
を
対
象
と
し
た
検
索
機
能
を
付
加
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

文
書
群
情
報
は
、
文
書
群
名
・
年
代
・
点
数
・
文
書
群
番
号
・

管
理
部
署
と
い
っ
た
基
本
情
報
の
他
に
、
内
容
・
関
係
地
名
・
役

職
等
・
旧
支
配
（
近
世
に
お
け
る
支
配
者
の
変
遷
）・
伝
来
・
備

考
・
検
索
手
段
（
目
録
や
翻
刻
の
情
報
）・
複
製
の
所
在
（
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
所
在
）・
参
考
文
献
・
関
連
資
料
（
関
連

文
書
群
の
所
在
情
報
）
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
『
史
料
館
収
蔵
史
料

総
）
（
（
覧
』
に
お
け
る
項
目
を
参
考
に
作
成
し
た
も
の
だ
が
、
史
料
の

出
所
母
体
の
歴
史
を
説
明
す
る
「
歴
史
」
と
、
史
料
群
そ
の
も
の

の
性
格
を
説
明
す
る
「
構
造
と
内
容
」
を
、
一
括
し
て
「
内
容
」

欄
に
ま
と
め
た
。
全
体
が
収
集
文
書
群
と
い
う
古
文
書
室
所
蔵
文

書
群
の
性
格
上
、
詳
細
な
記
述
を
分
け
て
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。



古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
五
一　
（
二
五
一
）

写真 （　検索システム　初期画面

写真 6　詳細検索画面
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写真 7　農村文書（武蔵国）一覧表示画面

写真 8　HT-0（ 常陸国新治郡田伏村文書　文書一覧



古
文
書
室
所
蔵
文
書
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特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
五
三　
（
二
五
三
）

　

こ
の
結
果
、
文
書
群
一
覧
表
示
画
面
（
写
真
７
）
か
ら
、
文
書

群
自
体
の
概
要
を
説
明
す
る
画
面
（
写
真
10
）
へ
と
推
移
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
項
目
全
般
を
対
象
と
し
た

検
索
画
面
（
写
真
11
）
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
有
効
な
検
索

が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
を
付
加
し
た
こ
と
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
理
由

が
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
古
文
書
室
所
蔵
文
書
は
、
古
書
店

か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
全
体
が
ひ
と
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い

う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
来
の
出
所
を
特
定
し
て

い
く
た
め
の
情
報
収
集
が
不
可
欠
で
あ
る
上
、
他
の
史
料
収
蔵
機

関
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書
も
多
い
。

　

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、「
二
条
家
文
書
」
は
、
慶
應
義
塾

所
蔵
分
だ
け
で
も
、
古
文
書
室
所
蔵
分
と
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
図
書
館
）
所
蔵
分
が
存
在
す
る
。
ま
た
「
石
清
水
八
幡
宮
文

書
」
は
、
野
村
兼
太
郎
氏
が
収
集
し
た
Ｊ
Ｓ
─
08
Ａ
「
石
清
水
八

幡
宮
社
家
岩
本
坊
文
書
」（
写
真
12
）
と
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
購
入
し
、
古
文
書
室
に
移
管
さ
れ
た
Ｊ
Ｓ
─
08
Ｂ
「
石
清

水
八
幡
宮
神
人
安
居
脇
頭
人
文
書
」
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
伝
来
の
経
緯
が
異
な
る
。
ま
た
い
ず
れ
の
文
書
群
も
、
他
の
収

蔵
機
関
に
多
く
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
各
文
書
群
の
伝
来
の
経
緯
や
、
他
機
関
収
蔵
分

も
視
野
に
入
れ
た
情
報
の
収
集
と
提
供
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
こ
の
点
に
応
え
る
た
め
に
も
、
文
書
群
情
報
の
増
補
が

不
可
欠
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
際
、
も
う
ひ
と
つ
留
意
さ
れ
た
の

は
、
紙
媒
体
の
目
録
と
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
特
性
の
違
い
で
あ

る
。
紙
媒
体
の
目
録
の
場
合
、
ざ
っ
と
頁
を
く
く
っ
て
内
容
を
目

視
で
通
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
画
面
で
こ
れ
を
や
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
の
う

え
、
検
索
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
基
本
的
に
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
機

械
的
な
検
索
に
あ
る
の
で
あ
り
、
活
用
の
さ
れ
方
が
異
な
る
点
が

問
題
と
な
っ
て
く
る
。

　

具
体
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、
表
記
の
揺
ら
ぎ
と
、
デ
ー
タ
の

生
成
者
が
付
し
た
注
釈
で
あ
る
。
古
文
書
の
場
合
、
同
じ
人
名
・

語
句
で
も
様
々
な
表
記
が
な
さ
れ
る
。
伊
奈
半
左
衛
門
を
「
伊
半

左
」
と
略
し
た
り
、
組
頭
を
「
与
頭
」
と
記
す
な
ど
、
宛
字
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
人
間
が
目
で
読
む
際
に
は
、

頭
の
中
で
補
っ
て
正
し
い
情
報
に
変
換
し
て
情
報
を
得
る
こ
と
が

可
能
だ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
機
械
的
な
検
索
で
は
、
別

人
・
別
単
語
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
デ
ー
タ
の
生

成
者
が
丁
寧
に
作
業
を
行
う
と
、
正
し
い
用
字
を
括
弧
で
注
記
し

た
り
、（
マ
マ
）
と
付
し
た
り
す
る
。
目
録
作
成
上
不
可
欠
の
作
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写真 10　AW-01 安房国朝夷郡白浜村文書詳細画面

写真 9　田伏村文書　慶長 11 年年貢割付状詳細画面
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文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
五
五　
（
二
五
五
）

写真 11　文書群検索画面

写真 12　JS-08A 石清水八幡宮岩本坊文書（文学部古文書室所蔵）
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（
二
五
六
）

業
と
い
え
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
み
れ
ば
キ
ー
ワ
ー
ド
が
分

断
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
拾
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
紙
媒
体
の
目
録
で
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
検
索
を
す
る
上
で
は
障
害
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
正
規
化
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
が
、

画
面
に
見
え
る
デ
ー
タ
そ
の
も
の
を
直
し
て
は
意
味
が
無
い
。
誤

字
を
直
し
て
し
ま
っ
て
は
情
報
の
改
竄
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
注

記
を
削
除
し
て
は
カ
ー
ド
採
録
者
の
努
力
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
。

こ
の
点
に
対
処
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
が
、「
あ
い
ま
い
検

索
」
機
）
6
（
能
で
あ
る
。
詳
細
は
別
稿
で
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
簡
単

な
説
明
に
と
ど
め
る
が
、
古
文
書
室
で
は
表
題
・
作
成
者
・
宛
先

の
三
つ
の
項
目
に
隠
し
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
よ

り
一
般
的
な
表
記
で
の
デ
ー
タ
や
正
確
な
人
名
、（
マ
マ
）
と
い

っ
た
注
記
を
削
除
し
た
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
い
る
。
検
索
に
際
し

て
は
、
こ
の
隠
し
デ
ー
タ
を
も
対
象
と
し
、
検
索
率
の
向
上
に
寄

与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
概
要

　

本
節
で
は
、
主
な
古
文
書
室
所
蔵
文
書
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

【
農
村
文
書
】　

二
五
八
文
書
群

関
東
、
と
り
わ
け
武
蔵
国
の
名
主
文
書
が
大
半
を
占
め
る
。

・
武
蔵
国
児
玉
郡
傍
示
堂
村
文
書
（
名
主
内
野
家
）�

二
一
二
一
点

内
野
家
は
領
主
で
あ
る
旗
本
永
島
家
領
の
諸
村
の
名
主
を
統

轄
し
て
お
り
、
永
島
家
の
家
政
に
関
す
る
史
料
も
含
ま
れ
る
。

年
貢
関
係
史
料
が
豊
富
な
他
、
明
治
の
地
券
も
ま
と
ま
っ
て

い
る
。

・
武
蔵
国
都
筑
郡
大
棚
村
文
書
（
平
沼
家
）�

五
八
四
点

八
王
子
千
人
同
心
の
平
沼
佐
七
家
文
書
。

・
武
蔵
国
足
立
郡
染
谷
村
文
書
（
名
主
守
富
家
）�

一
七
六
三
点

新
染
谷
村
の
名
主
守
富
勇
左
衛
門
家
に
伝
来
し
た
文
書
。
文

書
群
名
は
、
従
来
の
も
の
を
踏
襲
し
単
に
染
谷
村
と
し
て
い

る
。
年
貢
割
付
状
と
皆
済
目
録
が
早
い
年
代
（
寛
永
期
）
か

ら
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
慶
長
二
〇
年
（
一
六
一
五
）
年
の
検

地
帳
が
最
も
古
い
。

・
武
蔵
国
入
間
郡
毛
呂
本
郷
文
書�

九
六
五
点

名
主
伊
藤
八
郎
右
衛
門
家
文
書
か
。
年
貢
関
係
の
他
、
鉄
砲

改
め
に
関
す
る
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
埼
玉
県

立
文
書
館
に
毛
呂
本
郷
村
名
主
「
伊
藤
家
文
書
」
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。

・
武
蔵
国
豊
島
郡
角
筈
村
文
書
（
名
主
渡
辺
家
）�

三
六
八
九
点



古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
特
徴
と
検
索
シ
ス
テ
ム

二
五
七　
（
二
五
七
）

名
主
渡
辺
伝
右
衛
門
家
文
書
。
内
藤
新
宿
の
西
に
位
置
す
る
。

土
地
証
文
は
質
地
証
文
の
他
、
同
村
中
に
あ
る
抱
え
屋
敷
に

関
す
る
史
料
が
多
い
。
盗
難
や
火
災
・
捨
子
な
ど
、
事
件
に

関
す
る
史
料
も
豊
富
で
あ
る
。
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館

『
武
蔵
国
豊
島
郡
角
筈
村
名
主
渡
辺
家
文
）
7
（
書
』
に
よ
っ
て
翻

刻
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
武
蔵
国
荏
原
郡
三
大
森
村
文
書
（
名
主
田
中
家
）�

五
二
〇
点

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
検
地
に
際
し
、
北
・
東
・
西
の
三

村
に
分
村
さ
れ
た
内
、
北
大
森
村
の
名
主
田
中
平
右
衛
門
家

に
伝
来
し
た
文
書
群
。
土
地
関
係
史
料
や
、
租
税
関
係
史
料

を
多
く
含
む
。
東
大
森
村
・
西
大
森
村
の
年
貢
関
係
史
料
も

伝
存
し
て
い
る
が
、
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
。
な
お
、
北
大

森
村
文
書
と
呼
ぶ
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
東
西
両
村
の

文
書
も
含
ん
で
い
る
こ
と
、
近
世
に
「
三
大
森
」
と
い
う
呼

称
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
呼
称
を
踏
襲
し
て
い
る
。

・
武
蔵
国
葛
飾
郡
樋
籠
村
文
書
（
名
主
田
中
家
）�

二
六
三
六
点

名
主
田
中
又
兵
衛
家
文
書
。
質
地
証
文
や
小
作
証
文
な
ど
、

地
主
経
営
史
料
が
多
い
他
、
年
貢
割
付
・
皆
済
目
録
も
ま
と

ま
っ
て
い
る
。

・
相
模
国
鎌
倉
郡
戸
塚
宿
文
書
（
問
屋
内
山
家
）�

三
〇
〇
点

東
海
道
の
宿
駅
で
あ
る
戸
塚
宿
の
問
屋
・
年
寄
を
つ
と
め
た

内
山
仁
兵
衛
家
（
升
屋
）
に
伝
来
し
た
文
書
群
と
み
ら
れ
る
。

幕
末
の
公
家
衆
往
来
に
関
す
る
史
料
が
特
に
ま
と
ま
っ
て
い

る
。

・
安
房
国
朝
夷
郡
白
浜
村
文
書
（
名
主
高
木
家
）�

三
一
五
点

白
浜
村
東
高
の
名
主
高
木
吉
兵
衛
家
文
書
。
同
村
は
太
平
洋

に
面
し
て
お
り
、
漁
業
関
係
史
料
が
多
く
残
る
。
な
お
、
国

文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
祭
魚
洞
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
」
に

「
安
房
国
朝
夷
郡
白
浜
村
高
木
家
文
書
」
が
あ
る
。

・
上
総
国
武
射
郡
本
須
賀
村
文
書
（
名
主
海
保
家
）�

三
〇
七
点

慶
應
義
塾
塾
員
海
保
氏
よ
り
寄
贈
。
本
須
賀
村
の
名
主
海
保

善
右
衛
門
家
文
書
。
同
家
の
漁
業
経
営
や
、
土
地
集
積
史
料

な
ど
内
容
は
幅
広
い
。
名
主
と
し
て
の
役
割
を
示
す
文
書
に

は
、
租
税
関
係
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
他
、
寛
文
検
地
帳

も
伝
存
す
る
。
合
併
後
の
鳴
浜
村
村
長
時
代
の
文
書
も
含
ま

れ
る
。

・
上
総
国
山
田
郡
櫃
挟
村
文
書�

三
点

　
　

文
禄
検
地
帳
三
冊
。
徳
川
氏
に
よ
る
検
地
帳
と
み
ら
れ
る
。

・
下
総
国
葛
飾
郡
三
ツ
堀
村
文
書
（
名
主
増
田
家
）�

五
三
〇
点

江
戸
初
期
に
分
村
し
た
諸
村
と
の
や
り
と
り
を
示
す
文
書
や
、

年
貢
関
係
史
料
、
と
り
わ
け
皆
済
目
録
・
割
付
目
録
が
よ
く

残
っ
て
い
る
。
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二
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（
二
五
八
）

・
常
陸
国
新
治
郡
田
伏
村
文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
点

　
　

慶
長
〜
寛
永
期
の
年
貢
割
付
状
。

・
美
濃
国
本
巣
郡
神
海
村
文
書　
　
　
　
　
　
　
　

約
四
六
〇
点

　
　

宗
門
改
帳
が
豊
富
に
残
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

・
大
隅
国
馭
謨
郡
屋
久
島
文
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
点

　
　

屋
久
島
の
宗
門
改
帳
。

【
武
家
文
書
】　

一
五
文
書
群

・
越
前
藩
松
平
家
用
人　

水
谷
家
文
書�

一
七
三
点

水
谷
家
は
下
総
の
国
人
で
、
そ
の
う
ち
結
城
秀
康
の
家
臣
と

な
っ
た
家
の
文
書
群
。
豊
臣
秀
吉
書
状
二
点
（
一
点
は
案

文
）
が
最
も
古
い
。
幕
末
の
風
説
書
が
多
く
、
約
五
〇
点
伝

存
す
る
。

・
但
馬
国
出
石
藩
藩
主　

仙
石
家
文
書�
約
一
三
〇
点

廻
状
・
布
告
留
類
や
、
風
説
書
な
ど
。
分
家
で
あ
る
播
磨
守

家
当
主
の
口
宣
案
も
含
む
。

・
肥
前
国
島
原
藩
藩
主　

深
溝
松
平
家
文
書�

約
五
六
〇
点

安
永
期
〜
大
正
期
の
用
務
日
誌
類
が
豊
富
に
残
り
、
全
体
の

四
割
を
占
め
る
。

・
豊
後
国
竹
田
岡
藩
藩
主　

中
川
家
文
書�

約
八
〇
点

豊
臣
秀
吉
以
降
、
歴
代
の
領
知
目
録
や
、
徳
川
将
軍
か
ら
の

朱
印
状
案
、
口
宣
案
・
位
記
な
ど
重
書
類
に
あ
た
る
。
元
禄

一
四
年
の
国
絵
図
・
郷
帳
も
含
ま
れ
る
。

【
商
家
文
書
】　

一
三
文
書
群

・
武
蔵
国
品
川
宿
助
郷
市
野
倉
村　

横
溝
家
文
書�

一
四
四
点

市
野
倉
村
の
名
主
横
溝
家
に
伝
来
し
た
文
書
だ
が
、
村
政
史

料
は
み
ら
れ
ず
、
品
川
宿
の
助
郷
史
料
が
大
半
を
占
め
る
。

『
品
川
区
史
料
（
三
）　

品
川
宿
助
郷
市
ノ
倉
村　

横
溝
家

文
）
8
（
書
』
で
主
要
史
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

・
大
坂
船
町　

小
島
屋
文
書
（
紙
問
屋
小
島
家
）�

三
六
五
点

筑
後
柳
川
藩
立
花
家
、
長
州
藩
毛
利
家
、
石
見
津
和
野
藩
亀

井
家
、
伊
予
大
洲
藩
加
藤
家
、
土
佐
藩
山
内
家
、
安
芸
広
島

藩
浅
野
家
な
ど
多
く
の
大
名
と
関
係
を
持
っ
た
他
、
琉
球
と

も
取
引
が
あ
る
。

・
肥
前
国
長
崎　

永
見
家
文
書�

約
一
五
〇
〇
点

慶
應
義
塾
塾
員
永
見
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。

永
見
家
の
勘
定
帳
簿
類
。

【
寺
社
文
書
】　

九
文
書
群

・
本
願
寺
坊
官　

下
間
家
文
書�

約
一
二
〇
〇
点

・
上
賀
茂
社　

賀
茂
社
家
文
書
（
岡
本
家
な
ど
）�

約
四
四
〇
点



古
文
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二
五
九　
（
二
五
九
）

・
下
賀
茂
社
社
家　

鴨
脚
家
文
書�

一
二
四
点

中
世
文
書
は
大
半
が
写
で
、
南
北
朝
〜
室
町
期
の
大
工
職
や

荘
園
の
相
論
文
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
賀
茂
社
の
社
家
と

い
う
よ
り
は
、
地
下
官
人
と
し
て
の
活
動
を
示
す
も
の
が
多

く
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
和
宮
下
向
や
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
の
「
御
親
征
」
に
同
行
し
た
際
の
史
料
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
。

・
比
叡
山
文
書�

約
五
〇
点

・
御
嶽
山
神
社
文
書�

約
三
六
〇
点

講
金
の
取
立
帳
や
、
檀
家
帳
な
ど
、
檀
家
と
の
関
係
を
示
す

史
料
が
多
い
。

・
石
清
水
八
幡
宮
社
家　

岩
本
坊
文
書�

五
二
点

徳
川
家
康
以
下
、
歴
代
将
軍
の
朱
印
状
が
伝
わ
っ
て
い
る
他
、

養
子
が
入
寺
し
た
関
係
で
、
稲
葉
氏
歴
代
か
ら
の
寄
進
安
堵

状
が
含
ま
れ
る
。

・
石
清
水
八
幡
宮
神
人　

安
居
脇
頭
人
文
書�

約
一
〇
〇
点

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
収
集
文
書
が
移
管
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
神
人
で
あ
る
安
居
脇
頭
人
四
十
八
人

組
と
四
十
一
人
組
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
。
慶
長
五
年
五
月
二

五
日
付
の
徳
川
家
康
朱
印
状
が
、
特
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

正
文
三
三
通
に
加
え
、
写
の
形
で
の
み
残
る
も
の
が
四
点
あ

る
。

【
公
家
文
書
】　

二
文
書
群

・
二
条
家
文
書�

約
二
二
〇
〇
点

二
条
家
の
家
司
が
記
し
た
用
務
日
誌
や
勘
定
記
録
な
ど
か
ら

な
る
。

・
東
久
世
家
文
書�

一
九
点

東
久
世
通
積
に
よ
る
、
享
保
〜
寛
延
期
の
日
記
が
中
心
で
あ

る
。

【
収
集
文
書
】

　

絵
図
や
武
鑑
な
ど
、
内
容
別
や
、
一
点
単
位
と
い
っ
た
形
で
収

集
さ
れ
た
文
書
。
中
世
文
書
を
お
さ
め
た
巻
子
な
ど
も
複
数
存
在

す
る
。
ま
だ
未
整
理
の
も
の
が
多
い
。

・
京
師
大
絵
図
（
題
箋
：
元
禄
十
四
年
実
測
京
大
絵
図
）

縮
尺
は
約
五
千
分
の
一
、
二
ｍ
×
三
ｍ
と
大
型
の
彩
色
絵
図
。

元
禄
期
の
京
都
絵
図
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

・
石
城
日
記

武
蔵
忍
藩
士
・
尾
崎
準
之
助
貞
幹
の
記
し
た
文
久
元
年
〜
二

年
の
日
記
。
全
七
冊
か
ら
な
る
。
尾
崎
は
石
城
と
号
し
た
画

家
で
あ
り
、
豊
富
な
絵
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
飲
食
に
関
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〇
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す
る
記
事
が
多
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。

・
永
久
五
年
宣
旨
他
十
一
通

巻
子
。
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
の
官
宣
旨
を
は
じ
め
、
文

安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
兵
庫
北
関
関
銭
請
取
状
な
ど
中
世

文
書
一
二
点
が
一
巻
に
軸
装
さ
れ
て
い
る
。
東
大
寺
文
書
の

わ
か
れ
と
み
ら
れ
る
。

・
武
鑑
類

約
六
〇
〇
冊
。
公
家
を
対
象
と
し
た
「
雲
上
明
鑑
」
な
ど
も

含
む
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

「
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」
の
特
徴
に
つ
い

て
解
説
を
行
っ
た
。
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
別
稿

で
過
去
二
回
に
わ
た
り
報
告
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
行
わ
れ

た
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
点
と
し
て
、
文
書
群
情
報
の
充
実
と
文
書
群

を
対
象
と
す
る
検
索
機
能
の
実
装
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
利
用
者
が
よ
り
容
易
に
目
的
と
す
る
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
は
便
利
で
は
あ
る
が
、
内
部
で

ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
か
は
、
利
用
者
か
ら
は
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
利
用
者
が
求
め
る
結
果
と
、
実

際
に
得
ら
れ
る
検
索
結
果
に
乖
離
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
る
。

　

別
稿
で
も
述
べ
た
が
、
紙
媒
体
の
目
録
が
全
体
を
ざ
っ
と
通
覧

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
作
ら
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
は
必
要
な
情
報
の
み
を
抜
き
出

す
「
索
引
」
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
検
索
シ
ス
テ
ム

は
、
簡
単
に
古
文
書
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
反
面
、
必
要

な
情
報
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕
む
と
い
う
一
面
も
有

す
る
の
で
あ
る
。
両
者
に
対
す
る
利
用
者
の
姿
勢
が
異
な
る
点
は
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
齟
齬
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
は
、
収
蔵
機
関
の
側

が
、
積
極
的
に
収
蔵
文
書
の
性
格
と
、
提
供
し
て
い
る
検
索
シ
ス

テ
ム
の
特
徴
を
熟
知
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
周
知

を
行
い
、
利
用
者
に
特
徴
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
、
最
低
限
の
責
務

と
い
え
る
。

　

と
り
わ
け
古
文
書
室
所
蔵
文
書
の
な
か
に
は
、
他
機
関
所
蔵
文

書
と
分
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
多
い
。
そ
れ
ら
を
結
び
つ

け
る
情
報
の
提
供
も
今
後
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
を
強
調
し
て
、
擱
筆
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一　
（
二
六
一
）

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（１
）　

歴
史
人
口
研
究
の
た
め
の
慶
應
グ
ル
ー
プ
編
『
慶
應
義
塾
大
学

古
文
書
室
収
蔵
近
世
庶
民
史
料
目
録
稿　

上
・
中
・
下
』（
一
九
七

四
〜
一
九
七
九
年
）。

（
２
）　

現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
古
文
書
室
『
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文

書
目
録　

農
村
文
書　

武
蔵
国　

上
・
中
・
下
』（
二
〇
〇
八
年
）、

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
『
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
古
文
書

目
録　

農
村
文
書　

南
関
東
』（
二
〇
一
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。

（
３
）　

拙
稿
①
「
古
文
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
検
索
シ
ス
テ
ム
─
慶

應
義
塾
大
学
古
文
書
室
の
試
み
─
」（
佐
藤
道
生
編
『
古
文
書
の
諸

相
』
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
八
年
）、
②
「
慶
應
義
塾
大

学
古
文
書
室
に
お
け
る
古
文
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」（『
中
央

史
学
』
三
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。
以
下
、
別
稿
と
称
す
る
。

（
４
）　

詳
細
は
、
前
掲
註
（
３
）
拙
稿
②
参
照
。

（
５
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
。

（
６
）　

こ
の
機
能
は
、
主
と
し
て
中
村
佳
史
氏
の
考
案
に
よ
る
。

（
７
）　

渡
辺
家
文
書
研
究
会
・
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
編
『
武
蔵

国
豊
島
郡
角
筈
村
名
主
渡
辺
家
文
書
』
一
〜
六
巻
（
一
〜
五
巻
は

新
宿
区
教
育
委
員
会
、
六
巻
は
新
宿
区
生
涯
学
習
財
団
、
一
九
九

二
〜
二
〇
〇
一
年
）。

（
８
）　

品
川
区
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
。


